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ＶＤＥＣ１０周年

• １９９６年５月１０日、東京大学に全国共同
利用施設として設立

ＶＤＥＣ利用教官（研究室）数、大学数

•１５０大学、７００を超える研
究室の利用
•利用形態：
•チップ試作
•ＣＡＤ利用
•装置利用
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チップ試作

チップ試作数の推移

年間４００チップ程度

チップ試作面積の推移

微細化の進行で減少する局面も

チップ試作費用の推移

堅調に増加！！

[mm2]

[千円]

試作研究室・大学の推移

あまり変動なし
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VDEC 試作技術
１９９４ NEL/Hitachi Hokkai 0.5um CMOS

１９９６ Motorola/On-Semi 1.2um CMOS
１９９７ – ２００１ Rohm  0.6um CMOS

１９９８ Hitachi 0.35um CMOS

１９９９－２００７ Rohm 0.35um CMOS
２００１ Hitachi 0.18um CMOS

２００２ NEC 0. ６um BiPolar
２００２ IBM SiGe 0. 5um BiCMOS
２００２ TSMC 0. 25/0.18um CMOS

２００４ ASPLA 90nmCMOS
２００４ OKI SOI 0.15umCMOS

面積買

ファウンドリ方式によるチップ買

２００５ Rohm 0.18um CMOS
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ＣＡＤツールの提供

申請ライセンス数
（～ツールあたり利用者数）

利用研究室数
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90nmスターシャトル利用実績

37115２００６年５月

11100２００６年５月

4.512219２００５年１１月

2.56114２００５年１１月

2.58026２００６年２月

0.51010２００６年２月

24667851合計

310028２００５年６月

28008２００５年６月

11100２００５年５月

13003２００５年１月

39108２００４年１０月

合計5□5x2.52.5□

5mm角区

画数
品種数シャトル
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90nm試作へ：スターシャトル

２００４年１０月シャトルから開始：

当初から多数の試作

ーー＞90nm試作に対する期待の高さ
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ＶＤＥＣ－ＳＴＡＲＣコラボレーション

• 応募スキーム：
– ２００５年６月シャトル：２００５年２月募集：

１３件応募、１０件採択
– ２００５年１１月シャトル：２００５年８月募集

９件応募、７件採択
– ２００６年８月シャトル：２００６年３月募集：

１２件応募、１１件採択

目的：最先端CMOS90nm技術を利用した先端的
研究・教育を推進し、わが国のＶＬＳＩ設計技術の
高度化を推進するとともに半導体産業の発展に
資する
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90nm応募スキーム

• チップ試作完了後：試作完了後一定期間
後に報告会を開催：ＳＴＡＲＣ開発第３部支
援５社と開催（初回２００６年１月）：非公開
–支援社に対して応募スキームの結果の概要

をいち早く紹介することで、支援社の希望者と
の新たな産学連携への発展への期待

–応募スキームを通じた設計ノウハウの蓄積：
動作不良チップに対しては追加での不良解析
報告

–次回以降は発表後の交流会を充実させる
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90nmシャトルのオープン化

• 試作開始当初は試作情報を一般公開しない形で
のClosedな試作

• ２００５年１１月シャトルより、試作情報をＶＤＥＣ
のＷＥＢに掲載し、他の試作同様にＷＥＢでの試
作申し込みの形態に移行：Open化

• 試作完成後３ヶ月以内にＳＴＡＲＣ開発第３部支
援５社への試作報告書の提出を試作の条件とす
る
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90nm試作を通してＶＤＥＣが得るもの

• 世界的に大学でアクセス可能な最先端な
試作技術への安価での試作機会

• 応募スキームを通しての、アイデアレベル
の内容の試作・実証機会

• （期待）応募スキーム報告会、ＯｐｅｎＲＵＮ
報告書への産業界からのフィードバック、
特に新たな産学連携による資金援助
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ＶＤＥＣ－ＳＴＡＲＣコラボを通して
ＳＴＡＲＣが得るもの

• ＳＴＡＲＣの推進する産学連携プログラムの一層
の活性化：90nmプロセスへの容易なアクセス：実
際複数のＳＴＡＲＣプロジェクトでのチップ試作の
実施。ＳＴＡＲＣプロジェクトでの90nmプロセス情
報への容易なアクセス：複数プロジェクトで、試作
まで至らない設計、シミュレーション情報を活用

• （期待）ＶＤＥＣ利用者の利用経験に基づくフィー
ドバック

• （期待）大学からの「普通ではない」設計データへ
の対応を経たより柔軟なプラットフォーム：ひいて
はビジネスチャンスの拡大（ＴＳＭＣ的モデル）

14

今後の展望

• 90nmシャトルの長期的な維持・継続を！！

• 90nmシャトルを利用したチップを前面に出

した国際会議発表、論文の一層の増加によ
る日本の大学の国際会議での発表数・質
の一層の向上！！
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